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バイパス開通による歩行者の安全確保と自動車交通の円滑化
－県道山王下妻線バイパスの開通（下妻市大宝～平川戸）－

＜シリーズ なるほど公共事業 Ｎｏ.１６０＞

交通の円滑化！
歩行者の安全確保！

幅員が狭い！
歩道が無い！

◆主要地方道結城下妻線と国道２９４号を連絡する都市計画道路 線
の一部区間を県道 山王下妻線バイパスとして整備しました。

【課題】
・大宝周辺地区における国道２９４号へのアクセス道路の幅員が狭い。
・通学路になっている道路を大型車が通行している。

【整備効果】

県道谷和原筑西線から国道２９４号までのバイパス整備を行い，歩行者の安全
確保と自動車交通の円滑化を図りました。

・つくば下妻工業団地や大宝周辺地区から国道２９４号へのアクセスが向上し
ました。

・騰波ノ江小学校や東部中学校周辺の通学路において通過交通が排除され、
小中学生の通学や歩行者の安全が確保されました。
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都市計画道路 南原平川戸線 L=3,800m

【開通区間】
県事業区間
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市事業区間
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〈事業概要〉
○事業箇所 下妻市大宝～平川戸

○事業期間 平成14年度～平成26年度

○事 業 費 約５億円

○事業延長 Ｌ=７００ｍ

○標準幅員 １６．０ / ６．０m（両側歩道）

○供 用 日 平成２６年１１月２５日

東部中学校 ㊥

騰波ノ江小学校

整備前の国道294号
へのアクセス道路

つくば下妻工業団地

つくば下妻
第２工業団地

県道山王下妻線バイパス整備前（市道：幅員狭小・歩道無し）
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